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年金制度は、社会経済や人口構造の変化に合わせて、改正を重ねてきまし

た。しかし、将来の年金水準の低下の防止のためには、対応が必要な課題が

いくつかあります。また、年金の受給額には個人差が大きく、低年金の防止

のためには、被用者保険の適用拡大などの対応が急がれます。遺族年金や障

害年金なども、手直しが必要な部分があります。 

本書では、図表を多く用いて、現行制度の仕組みや考え方、これまでの経

緯を丁寧に説明した上で、今後の課題について論じています。制度の理念や

根底の考え方に立ち戻りつつ、年金の制度論、財政構造、実務、社会経済シ

ステムの中での位置づけを踏まえながら、年金制度の抱える課題と段階的改

革の方向について、できるだけ易しい言葉で、わかりやすく説明します。 
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